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3 歳より母の元バレエを始める。国立モスクワバレエアカデミーへ留学後、
バレエ団活動を経てジャズ、ヒップホップ、コンテンポラリー等沢山の作
品や人と出会い、枠に捉われず自由なスタイルで創作活動、作品に関わり
続け、近年は演劇作品の舞台に多く振付、出演している。2 人芝居ユニット
「ヤジ × サト」、中原百合香主催「PINKBLUE」、大岩淑子主催「vision 
project」でも活動中。商業演劇、ジャニーズバックダンサー、CMやMV、写
真家のモデルなどにも出演

8 歳よりクラシックバレエを始め、師事する佐多達枝作品に 01'～11' まで
出演。コンテンポラリーダンスでは柳本雅寛、神村恵、磯島未来等に師事、作
品にも携わる。08' より自らも振付活動を開始し、小作品含む約 25 作品を
発表。オペラでは「魔笛」「トゥーランドット」等に振付提供 ( 荒川バイロイ
ト、首都オペラ等 )。 現在は静岡を拠点とし、CCC( 静岡市文化クリエイティ
ブ産業振興センター ) や「街は劇場プロジェクト」等の企画でパフォー
マー、コーディネーターとして活動中。

ダンサー　矢嶋美紗穂 （Misaho Yajima）

振付／ダンサー　遠藤綾野 （Ayano Endo）







まやかしのユートピア――《イリス》演出ノート
舘　亜里沙

　マスカーニのオペラと言えば、《カヴァレリア・ルスティカーナ》で生々しく描かれた、閉
鎖的で見栄に囚われる村人達が印象的となっています。合唱の明るくもヒステリックな盛り
上がりは、村人達の集団心理を如実に表していますし、主人公達に与えられた激しい音楽は、
そんな集団の中で自由や己の立場を守ろうとあがく人間の心情を表している、と解釈しうる
ものです。《イリス》の音楽も、第 1 幕終わりの狂気的なチェーコの音楽や第 2 幕の大きく盛
り上がる合唱や大阪の音楽からは、確かに《カヴァレリア》と同じ人間の生々しさを感じる
ことが出来ます。しかしその一方で、《イリス》の各々の場面や幕開きに当てられた音楽は、
象徴的なテキストの多い台本に引き寄せられ、もっと神秘的で息の長いものになっています。
何よりの差は、合唱に与えられた宗教的な楽曲の意味の違いでしょう。《カヴァレリア》の中
でもとりわけ有名なミサの大合唱が表しているのは、古くからの習慣を頑なに守る村人達の
厚き信仰ですが（同時にそれは「教会に入れない」主人公サントゥッツァを締め出すもので
もあります）、《イリス》の冒頭と終盤の太陽合唱が表しているのは、天から（と思しき）声です。
　この太陽合唱は、太陽に憧れるイリスの心に宿ったユートピアだと考えられますが、その
ユートピアは、決して他の登場人物達と無縁ではありません。むしろ、今回の舞台に生きて
いる人々は皆、現実世界の汚さに疲れ、漠然と美しいものへの、見失ったユートピアへの憧
れを持っています。この作品中一番の策士とも言える京都は、そのことを感覚的に理解して
いるのでしょう。彼は紗幕（光を入れることで奥の景色を幻影的に見せることの出来る透け
た幕）を巧みに扱うことで、まやかしのユートピアを創り上げ、イリスを誘拐することに、
また彼女を魅力的な女性として披露することに成功します。この演出ではそうした紗幕の使
い方に加えて、人々がまやかしのユートピアに惹かれざるを得ないような、残酷な現実世界
を描くべく、台本のト書きでは必ずしもそう書かれていない芝居を加えています。合唱の演
じる民衆は、一方では良心を示すものの、また一方ではチェーコの落とした銭に群がり、簡
単に京都に雇われて人を騙し、死体を無下に扱います。彼らは決して「悪い人」ではありません。
生活のためにそうならざるを得なくなったのです。策士の京都も、富ゆえに享楽に浸る大阪も、
イリスへの憧れに理性を失ったチェーコも、果てはそのような民衆によって死に至り、第 3
幕後半では亡霊としてさまよいます。
　なお先ほど言及した紗幕ですが、実は京都の演出するまやかしのユートピアとしてだけで
はなく、イリスの心象、すなわち彼女のユートピアを映し出すことにも用いています。イリ
スの心に映し出された憧れの世界と、京都が生き延びるために創り上げた美の世界との間に、
境界線は無いのかもしれません。ユートピアは、ユートピアである時点で、虚構でしか無い
のですから……。本日いらっしゃる皆様には、ぜひ《イリス》の世界を、単なる 1 人の少女
の悲劇としてだけではなく、ユートピアを見ようともがいた人々全員に振りかぶった悲劇と
して、御覧いただければ幸いです。









日本橋オペラ後援会

日本橋オペラ後援会入会のお誘い

日本橋オペラは皆様にお約束します！
1）高い水準のオペラ公演を、中央区から世界に発信します。
2）若手芸術家の育成に努めます。
3）IMSLP（国際楽譜プロジェクト）への楽譜の提供を通じて、
　  世界の音楽界に貢献します。
4）地域の病院、学校、老人施設等でのボランティアコンサート、
　  オペラの立稽古の公開を通じて、地域の皆様と歩みます。
5）オペラ公演の可能な、中央区の公共ホール建設運動を推進します。
6）中央区を中心とする企業との連携を高めて、日本を代表する
　  CSR（企業の社会的貢献）活動のモデルを構築します。
7）会費は全て、オペラ公演の経費とさせていただきます。
8）日本橋オペラの全ての活動を通じて、中央区、日本橋のブランド
　  向上に努めます。

・日本橋オペラの事業目的に賛同していただける個人・法人。
・会費：年額　[ 個人 ]　1口 2万円　　[ 法人 ]　1口 5万円、1口以上
・特典：日本橋オペラ公演のご招待券、プログラムの進呈（2名様）
　　　  日本橋オペラ公演プログラムへのご芳名を顕彰させて頂きます。
　　　  法人会員には、会員企業ホームページへの CSR 活動の掲載、
　　　  日本橋オペラ公演のチラシ、ポスターへの会社名の刷り込み等の
　　　  ご相談を承ります。

日本橋オペラは「日本橋」という冠に誇りを持って
2013 年に設立されました。今年度の「イリス」でオ
ペラとしては 3 回目の公演ですが、中央区文化推進事
業に選ばれました。これまでのエネルギッシュな活動
は、中央区から全国へ、さらに世界に羽ばたいていく
予感がします。日本橋オペラへの支援は企業にとっ
て、文化振興はもとより、地域貢献など幅広いＣＳＲ
活動 ( 企業の社会貢献活動 ) としても意義ある活動と思
います。日本橋オペラの後援につきましてご理解ご協
力を賜りますようお願いいたします。

( 後援企業：2018 年 5月 18 日現在）
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